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主要紙2否真口アコヤ貝の外套燃から培養された細胞
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1893:0三御木本幸吉による半円莫珠形成法の特許にはじまり、 1907年には見瀬

辰平・による真円莫珠の形成方法が発明され、また同年四川原古により現行の方

法すなわち外套膜の一片を他の個体の軟体部中iz:.移植して真珠袋を形成させる

方法の特許が得られた。それ以来、これが義殖冥珠生産の原fillとして広く利YH
されて来た。外套膜片言ピ移植する方法の発明後数十年を経過した現在では真珠

の生産量も過剰といわれるくらい憎加するとともに品質の向上が大いに要求さ

れることとなった。真珠の品質を左右する諸要因としては、近来、漁場の状

態、ほ貝の問題、挿核技術とそれに伴なう問題などがとり上げられ追究されて

来た。これらの要閣は真珠の品質に影響を与える一国ではあるが、真珠形成に

直接関与する真珠袋自体の性質、機能などが解明さわしなければ真珠形成の解明

はなし難く、したがって真珠の品質のコシトロールも充分にはなし得ないもの

と考えられる。真珠形成の研究のためには、外套Jl見による貝殻形成の研究とと

もに、外套膜上皮より再生される真珠袋がどのような経過で作られるか、また

真珠袋を形成している細胞がどんな性質をそなえているか等の点が解明されな

ければならない。

実際には、アコヤガイから得られた真珠の成り立ちを調べてみると、光沢の

ある真珠層だけから成るものは少なく、真珠層のほかにきずの成分である有機

質や光沢がなくて大豆のようなはだをした稜柱層がみられるものも少なくな

い。このような成分も真珠の成分であり、いずれも真珠袋から生成されたもの

に違いはない。

一方、真珠層、稜柱層、有機質のそれぞれを生成しているところの真珠袋の

上皮細胞の形態とこれら真珠成分との間にはほぼ一定の関係のあることがわか

った。真珠の成分とこれを生成する細胞の間の関係は、細胞の形態ばかりでな

く細胞内に含まれる成分やその量などの聞においても確かめられつつある。た

とえば真珠層を生成している真珠袋では細胞の厚さは一般にへん平で2-10fL 

くらい、細胞質は細胞内器官の発達も電顕的に確かめられつつあり、分泌に関

係があると考えられる頼粒も含まれているが、光学顕微鏡の下では稜柱層や有
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機質を生成している ものに比べ頼粒成分は少ない。稜t性!~を生成している真珠

袋上皮細胞では、莫珠陪を生成しているものに比べて細胞質願粒!とu;み、たと

えばへマトキν9Y ーエオジン染色ではよ皮細胞全体としては好泡~t'J:tこ染

まるが、 車11 1胞質中にはエオジン好性の微細!な ~líî位成分を合んでいる。また上皮

細胞聞のところどころに粘泌物質を含む粘液細胞が点在し、この細胞0内容物

はへマトキνリγにうすく染まる。一方、脱灰、染色された稜柱をみると 、エ

オi/Y(と染まる太い村:状の品質が上皮)¥'1に.:ttして垂直に並んでおり 、この法質

の中にこれに!直角方向に走る細い基質がへマト キνリンにうすく染まっている

のが見える。このよう に絞住JA質を椛成する蛋l土11とは2阻ま兵のものがみられる

が、染色態度からしてこれが段位jぜを生成している点珠史上皮にみられた細胞

内の物質!こ山来することが推測される。イ1械町立.珠とこれを生成している真珠

袋上皮の問の関係をみても稜柱層において認められたように、上皮細胞と分泌

生成物とのH¥ll仁は一定の関連があり、このような有機質を生成する上皮*111胞は
非常にj♀みがあ り、 通常10μ 以上50μ くらいあるのが廿通である。 ~J機質点珠

はしばしば非常に大きな塊状となって生成されるが、このような大量の治・機物

を生成する能力と細胞の染色態度ならびに

形態とは密接に関i:lfのあることがう かがわ

れる。このように冥珠成分の違 うにつれ

て、これを生成しているよ皮細胞の形態や

染色態度に差~Nのあることが明らかである

が、これら形!患の異なるお1111包もいずれも同

じ移柏片一外套l以外側 (妓側)上皮 ー

から再生されたものに迎いなし、。しかも五

珠を切断してみると、ぷ面は!'i珠用!乙よっ

ておおわれているものでも、その内部すな

わち分泌開始後間 も ない|時J~H亡は有機質や

稜柱のI'"uriのみられるものの多いことは、
同一部位の京.珠袋上皮の性質が時間の経過

につれて変化したことを表わしている。

外装!山片移植後、外似IIJニ皮細胞はもとl収

まっていたよ皮中より遊縦遊~H して移植片

のJEj縁部!とや11び出してくる。この場合、移

j験
〈ラ

図 1.~市入核の表面わー告11に付 i汚す

るように移植された外食般小片
(ピース)から細胞が遊!日する
ところ。向いものや、いびつな
形をした細胞がみられる。

植皮のJ.'.j縁部!こは上皮刺胞が集まって形づくられる刺胞の集まりが形成され

る。この制l胞の集まりは移植片の内部から tll'し:-11されるように出て米たもの
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で、これが移槌片の周辺の宿主の傷面をおおって再生組織をつくると真珠袋に

なる。義勉冥珠の場合、挿入された核面をおおって上皮細胞より成る 1居の細

胞νー トが形成され、この上皮の外側は宿主の組織に結びついて挿入核を包む

真珠袋が作られる。この際における k皮細胞の行動を観察するとつぎのように

なる。すなわち、 移植片から遊IUして来た外側上皮細胞は 円い形をしている

が、遊出干tfの遊関It縁にあるものなどは多少変形し、梨形や扇円形を呈するもの

が見られる (図1)。 これらの細胞νートは内部から押し出されるように外縁に
向かってややびひろがり 、ついに挿入核あるいは傷胞の全簡をおおいつくすが、

この間に上皮細胞は増殖を起こ

しl層の細胞が並んだ哀刻、袋に

なる(図2)。ただし淡水産イケ

チョクガイで作られている無核

真珠 (けし)の;場合は核が挿入

されないから図のような経過を

たどる (図3)。外套脱片移植手

術後最初に現われる組織倣の変

化は、宿主の組織および移植片

からの遊走細胞の遊出である。

この逃走和l胞には大別して 2種

類認められ、一つは胤粒i泣定*IJI

a包(頼粒l主l血球)、もう一つは無
頼粒i並走細胞(免u財止白血球)
である。煩粒遊走細胞は円い形

が原形l乞近いと考えられている

が、 ~Hrに休の一方あるいは数方

向に細胞質の突起 (仮足、偽足)

を出し非常に活動性に'gむ。相桂成分はこの細胞の合食作用などに関係の深い

ものであると考えられ、細胞内での傾粒のiJibきも容易に視祭できる。このよう

な細胞が移植片断端付近をはじめ、手術によって生じた釘口付近の宿主の組織

中に多数現われる。

一方)lUM立のものも前者同様の場所!こ現われ始める。史民頼粒遊走細胞は挿核

によって生じた傷面をはじめ挿入核商にみられ、これらは真珠袋上皮細胞下と

宿主の組織の間において多数が仮足をもってつながり、制問状の細胞集団をつ

くる。 これを染色して観察すると結合織性のものであることがわかり 、冥珠

図2.tr珠袋の模式図。

t:D:ヨ 上皮細 胞

山…九一

@
ゐ

-

結合織

宿主(母体)の組織

遊走細胞

:名古液細胞

分泌生成された其珠
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袋上皮細胞と宿主の組織との間を癒合する役目をする。 また手術によって生じ

た似口もこのような細胞の集団によってふさがれる。 この程の*111胞νートを形

図 3. イ ゲチョウガイ~型核兵耳~におけるJ'~El<袋形成。

友上 :ピース砂船当H。 右上 :ピース移間後5目。
ピースの外側l上皮によって閉まれている腔内(兵珠袋内)
に遊走細胞がみられるが、まだ上皮は完全にはつながっ

ていない。
左下:務植後10日たち、すでに真珠袋ができ上がり、ご
く少量の有機質も生成されたところ。 右下:手術後2
か月に得られた以珠とその兵珠袋。

成する細胞は~!眠

願松遊走務II胞の

ある種のものの

変形であると考

えられる。

また、制!出が

移村{片からや1Iび

山すことを示す

実験としてつぎ

のような方法も

ある。これは 2

4文のカパーグラ

スに外套脱小片

をはさんで、こ

れを宿主の軟体

部中に挿入する

カパーグラス法

である (匡14)。

この方法での観

祭によると 、移

植片の外側上jJz制胞は上皮中から仲び出して2&のカパーグラスの問をくぐり

抜けてガラスの外側面にtmい出る。そしてしまいには2枚のカパーグラス全面

を包む上皮性の袋すなわち点.珠袋を形成する。この真珠袋からは真珠の成分が

生成され、 1~2 か月後には中心部がガラスで外側が光った四角い真珠が得ら

れる。

以上、外套)民片を軟休部中に移植すると !.'i].~、袋が形成されることを述べてき

た。この過程を観察していると一つの事笑に気がつく。それは移植片から仲び

出してくる上皮細胞は、その移植片が外套j肢として生体の一部を構成していた

とき貝殺に面していた側の上皮から出て釆たものであり、この反対11111すなわち

内M(うら)の上皮に山米するものでないというこ とである。これは外套!民片

を内側と外側に分けて移植した場合、後者からは京.珠が生成されるが、前者か

らは!];珠が生成されないことから実認され、さらに顕微鏡による観察からは内
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側(うら)のと皮細胞は増殖せず退化する過程が確かめられている。そして内

側上皮細胞は移植後一時上皮を形成することはあっても、これよりは真珠成分

が分泌されないようである。したがって外套肢のなかで真珠袋をつくる性質を

もっているのは外側と皮であるということが言える。

. ・・.・

A B G ・ D 

関 4. 2枚のカメ{グラスの問にはさまれて母体の組織中に挿入されたピ{
スから真珠袋が形成される経過。
A:挿入直後。 B:移植片の上皮細胞が遊出しはじめ、宿主の組織か
らも、遊走細胞が多数でてくる。 C:真珠袋が形成される。 D:真
珠が生成される。

日 外側J(捌u上皮細胞 一分泌生成された真味

I 内側と皮細胞 XXX結合織

万コ 頼粒遊定細胞

f 無頼粒遊定細胞
ここ二コ カノーミ{グラス

."宿主の組織

軌戸}筋肉

真珠袋は上記のように、ある状態、のもとでは真珠層を生成し、ある場合には

稜柱層を生成し得る。そして真珠袋形成過程においては一時的に形態の変化も

みられる。この事実は外聞の状況によって種々の影響を受けることを表わして

いる。

真珠袋、言いかえると外套膜の細胞は前述のような性質をもっているので、

組織化学的、生化学的および生鉱物学的な真珠形成。追究がなされる必要性が

あるとともに、これらでは求め得ない生きた細胞についての研究がなされなけ

ればならない。生細胞については真珠袋ができる過程の説明で述べたように、

ガラス聞にひろがった細胞について観察をするのも一方法であり、また細胞を

容器に入れて生かしておき、随時観察と穏々の実験手段を加えることができる

組機培養の方法はさらに望ましい。この方法によると、何ト代以上も培養され

た細胞株について観察、実験を加えることにより槙々の知見を得ることができ

るのでより進んだ研究成果が期待できょう。
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生鉱物学の真珠養殖への展開*

け

μ
Z
寸 田 1告 繭

(国立真珠研究所)

1 はしがき

真珠養殖は軟体動物が貝殺をつくるという枠院を高度に利用した産業であ

る。真珠研究所に着任した時、彩、は最初に“貝には貝殻がどうしてできるか汗

を知ることが冥珠形成機構をW~析するとで重姿であると考え、それ以来この;迭

を解くために努力してきた。一見たあいないようにみえるこの謎は、細胞の営

みによっておこる鉱物化の問題であり、生物学と鉱物学との境界領域にわたる

ため複雑多岐である。そヴために、一人の研究者がこの広範な分野にわたる研

究をおこない、正確にまとめることはまず不可能であろう。したがって真珠お

よび貝殻形成に関連して解析されている貝の生理の各要素を組立て統合する作

業過程を通じて、自分の研究を正しく位置ずけていこうとする感覚と広い視野

とをもって探究しない限り、正しい解釈は不可能といえよう。

真珠や貝殻には一方で鉱物化するものがあり、他方で鉱物化しないものがあ

る。また真珠や貝殻の表聞を顕微鏡で観察すると、われわれは細胞の巧妙な営

みと結晶成長とのからくりとが織りなしてできた各種の幾何学模様や表面構造

をそこにみつけ、貝の生理が結品の成長、溶解や集合に敏感に反映してこの模

様に変化を生ずることを知ることができる。しかも、これらの変化は真珠や貝

殻の組織構造を変え、それらの特性に影響する。すなわち、真珠の品質を右右

する。

現在、これらのデータを組立て統合して私は冥珠や貝殻の形成機構の研究領

域からみた冥珠構造論と品質論の養油業へのj笈開を試みているが、干ムは貝の生

理の一環として真珠や貝殻における結品の核生成と成長との機構を明らかにし

ようとするいきかたが、生物系における鉱物化過程を動的に理解するのに新し

い飛躍をもたらし、同時に宴珠養強での各作業の意義を科学的に再検討し、そ

の根本的な改善に新しい Suggestionを与えると確信している。

私のこのような思考形式からおこなわれている莫珠養摘の生鉱物学的な研究

普当日は「真珠の品質と石灰代議tJという題名で講演
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は、いまだ非常に日が浅く充分に論義をつくせる段階にほど速いが、この種の

研究が今後どのような視野で発展される可能性があるか、紅、は最近おこなった

養殖実験で新しく得られた結果を加えて、真珠研究所報告8に報告した冥珠品

質論を土台に本誌50号の真珠研究所10周年記念?に記述したものを補足して報

告したい。

2 真珠の品質を決定する代謝は何か

ピースの組織形成能および真珠袋の部分的な分i必機能の変化によっておこる

真珠の外形変化や傷などを除けば、真珠の品質はまず質、色沢、巻きなどによ

ってih:定されるといえる。

(1 ) 真珠の品質は真珠のどのような形質の属性か

主:珠の表面や断面の構造を調べ、質、色沢などの真珠の物性や巻きなどとの

関係を求めてみると、これら四つの要素が真珠のどの形質の属性であるかがわ

カミる。

哀珠の質は真珠!替、稜柱層、あるいは有機物からなるかによって決まり、後

二者からなるものは商品的に全く価値がない。この問題については、外套脱上

皮の分j必機能の区域特性を考慮してピースをつくれば80-90%以上の椛率で真

珠層真珠をつくれることがわかっている。しかし学問的には殆んど解明されて

ないから、残りの 20~10%の商品価値のないものをなくせないのが現状であ

る。

真珠色には真珠層の構造に出米するもの、介在異質物に由来するもの、と紫

色物質の存在に出来するものとがある。構造に1:11来する莫珠色は実珠層を構成

する結晶が0.3~0.43μの)享さで規則的に重畏するとピンクとなり、 O. 40~0. 6μ 

の厚さの結晶あるいは腐蝕をともなった結品などが不規則に重J冒:すると白っぽ

くなる。介在異質物による真珠色は質の問題と関連しており、陵柱層や有機物

が介在するとピンク、プノレー、グリーシなどになる。黄色系冥珠は黄色物質の

性質の違いと単位容積あたりの含有量の差とによって I~J度と彩度が異なり、ク

リームからゴールドまで連続的に変化する。介在異質物に由来する真珠色を除

いて、冥珠色は従来、漁場環境に一義的に結びつけられて論じられており、特

に黄色真珠についてその傾向が強い。ところが漁場環境のどの要素が黄色真珠

の生成に関与してくるかは全く解析されておらず、また漁場環境で一方的に黄

色冥珠の生成が決定されるとした場合に説明できない多くの問題がある。

光沢は真珠層を構成している結晶の粒度、形、集合と重畳の状態などによっ

て決定され、こうした結品粒の変化は真珠の透明性、平滑度、柔硬感などのい
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わゆる質感全般に影響する。したがって、結晶の品出条件によって決定される

ことは明らかである。

巻きは単位時間内に形成される冥珠層。量、すなわち結晶成長速度に依存し

ている。

(2) 真珠構造論および品質論に立fl却して解析された真珠の品質におよぼす代

謝

真珠が真珠層、稜柱層、あるいは有機物 uいらなるかは、それぞれの層を構成

している有機基質の性質によって決定される。すなわち、真珠の質は真珠をつ

くる細胞の基質代謝によって決定されるであらう。

真珠層の構造は結品の粧度、形、集会、重畳などによって変化する。粒度一

主に結品の厚さーと重j詮の状態は莫珠の色に関連し、結晶の粒度、形、集合、

重置などは真珠の光沢性、透明性、平滑度、柔1夜惑などの質感に関連する。結

晶のこうした変化は豆球をつくる細胞と母体との Ca代謝によって変動する品

出条件の変化によっておこり、また巻きも結晶成長速度に影響する Ca代謝に

よって決定される。

3 真珠形成の調整機構

干ムは真珠の構造と質、色沢、巻きなどの関係金追究し、:頁珠n鉱物化過程を

鉱物学的に解析する過程で、基質代謝、 Ca代議!、および黄色物質代謝の三つの

代謝が冥珠の品質を決定するであろうことを認識し、この作業仮説に立って真

珠形成の機構と真珠品質とを有機的に結合する試みをすすめている。

(1 ) 各代謝の調絵、会行なう場所、その因子、土台となっている代謝は何か

票I朱ゲヲ基質代謝の調整右おこなう場所は基質の合成に直接関与する真珠袋つ

細胞自体であり調整を司る因子のーっとしてアノレカリ性ホスブァタ一己が指摘

されている。

アコヤガイのような水生二枚貝は体表面を通して多量の Caな外界から直接

吸収し外主主膜とi真珠袋から分泌する。 したがって哀珠形成?こ必要な Ca代議!の

調整合おこなう場所は Caの取り込み口としての体表面および腸と分泌ないし

排池口としての外套膜および真珠袋であり、調裂を司る因子として酵素が考え

られるが、 Caの吸収、濃縮および分泌、に直接関与する酵素は未知である。しか

し、炭酸カノレiノクムからできる殻をもっ生物での殻の鉱物化にとって炭酸脱水

酵素が関与していることが知らわしている。

真珠の実体色である黄色物質の代謝の調整をおこなう場所はこの物質を合成

する真珠袋の細胞自体である。
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これら三つの代謝の土台となっている代謝過程は調整をおこなう場所の細胞

で営まれる糖代謝と呼吸代謝と考えられる。以上のことを真珠の品質と関連ず

けて表示すると第1表のようになる。

第H受 真珠の形成を支える代謝とその真殊品質へ及ぼす影響

|雲撃を行高 l調整因子!岩波高(去珠FBj盟国李
基質代謝真袋珠 A日 -ase 一面詞l 質 使用するピ」

呼糖の整l
i母貝の体表 吸 引， '真珠層構造 i使用するほ貝
)面(体腔を ? """!代と代行 lからくる物 )使用するピ{

Ca代謝""{含む) '~J ~éj. '~J i }性(色沢、 { 
} 設t謝う(~~\~{~~~ 1 I Ir0'J ~j -l~-õt: I硬さなど) I 
、真珠袋""" CA-ase ・ 可…'と巻き 、漁場環境

l 問

異色物話 真珠袋 ? 」jz色真珠叫使用するピ{ス

表からわかるように、母体と真珠袋における Ca代謝の変動は翼珠の鉱物化

に変化を与-え、真珠層の構造からくる物性ーたとえば色沢、硬さーや巻きに影

響し、基質代謝および黄色物質代謝は真珠袋の細胞自体の性質に帰納すること

ができる。

(2) “真珠物質の代謝"図式を作成する試み

較体動物の外套!院において貝殻物質がつくられる代謝径路を図式化する試み

は Wilbur(1960， 1964) と波多野 (1963，1968)によっておこなわれている。

私はこの稀の研究で今日までに得られている結果に生鉱物学的考察を合理的に

加えてまとめる試みをおこなった (1968)。 第1図はその結果を図式化したも

のである。

真珠袋の細胞は真珠の有機基質の合成、 Ca"+やC03~ の供給をおこなう。真

珠袋の内側につくられた鉱物化の場に供給される分泌物は細胞の種類や構造が

異なると質的にも量的にも調整され、その化学的および物理的性質は細胞の種

類や構造別に異なる分泌機能の差によって規定される。

既に述べたように、この分泌機能の質的ならびに量的な調授は貝殻形成に関

与する細胞で営まれる糖代謝の変化であり、中間代謝産物であるピルビン酸の

TCA回路へのとり入れとミトゴシドリア電子伝達系による酸化還元反応を基

盤としているであろう。

代謝系から生じたCO2の一部は炭酸脱水酵素の触媒作用により加速的に冥珠
形成に必要な大部分の C03~ を供給し、細胞呼吸と共役して生じたATPは真珠

-9-



形成に必要なエネルギー源となるであろう。

真珠袋の細胞の分泌機構はリン酸の通過をゆるさないと考えられる。また、

貝殻の鉱物化にみられる多くの現象は Caの大部分は真珠形成に関与する細胞

で合成された硫酸基をもっ酸性ムコ蛋白と結合した形で分泌されると解釈する

方が理解しやすい。勿論、~!\~機イオンのCa++ も無視できないであろう。

:Be-d哲 !LcL ， 13与制L

γ Aぷ愉dιddr!?CA回醜醐臥路削札iI~ω
， ALP咽乱岱S ¥ /e  CAtse 
JAUtωprotelけ Ca ( 

戸 炉~、×勺、J/μ向叫ω叫eιμムμぷ
九 十一一一一~主回工三

第1図真珠形成を支える代謝

冥珠袋の内側に放出さわした Caと結合した酸性ムコ蛋白は酸性グリコ蛋白と

考えられる真珠の有機基質に不可逆的に変化し、この変化の過程で結合してい

たCaは遊離する。この遊離したCaは別の代変径路を経て分泌されたC03との

活動度濃度が過飽和に達すると炭酸カ JレVクムの給品として沈澱してくる。

真珠の鉱物化が盛んにすすむときは、有機基質と Caの代謝系と C03~の代謝

系とはほぼ均衡宏保っているから、結晶は成長をつづ、ける。しかし、貝の内的

変化や生息環境の変化などによって両代謝系の均衡が破れると結品の成長が乱

れ、ある場合には結I31の溶解がおこるであろう。
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以上のように、冥珠袋の細胞は冥珠物質のほ液を分泌するほか、上皮細胞は

その問に現われるアメーパ細胞とともに母液中から水分や不純物を再び‘細胞内

に取り入れ、順調に鉱物化がすすむような品出条件をつくるための重要な役割

をj点じていると考えられる。

4 真珠形成機構の生鉱物学的研究で得られた基礎知識と養殖

実験の一致

従来、実珠の品質と核入れ技術、養子i白作業およびi魚、場環境との関連について

の養殉実験は統計学的7叶i占果をまとめ、養勉作業の効果を推察し、また漁場環

境を論じてきたきらいがある。これらの予言嫡実験はそれぞれの実験に対する結

果は得られるが、なんら真珠形成機構の生尽を解析するものではない。しかも

多くの均台、思珠の各品質が耳珠のどの形質の間性であり、その形質がいかな

る代謝，乞土台にしてつくられているかを充分に認識しないで義殖実験計両が立

てられしていた。

在、は真珠形成の調整機構の医!式化で擁立した作業仮説にもとずいて数年liすか

ら三つの養殖実験をおこなった結果、これらの養描実験結果は今までに得られ

た生鉱物学的基礎知識と非常によい一致を示し、また基礎知識では見落してい

た幾つかの新事実も知ることができた。ここではその結果について簡単にふれ

るにとどめ、詳細は別に報告する予定である。

(1 ) 外姿膜と皮の分泌機能の広域特性

外套Jl莫縁、外套縁!民、外套中央部、~Jfi番形成部より切り出した外套組糊片か

らつくったピースの移植実験結果は、それぞれのピースは移植後も外套l院にお

ける分j必機能の区域特性を維持しつづけることを示す。すなわち、外套Jl英縁は

稜柱尽を、外套縁!院と外資中央部は真珠層を、蝶番形成部は黒色の有機物をそ

れぞれ形成する。これらの事実は外套11史上皮の分泌機能は区域によって高度に

分化していることを示す。

(2) 真珠袋Oîi~色物質代謝

従米、黄色翼珠の生成は漁場環境によって一方的に決定されると考えられて

いる。 Lかし、これらの養縞実験をみてもわかるように、黄色真珠の出現率に

多少の乏がみられる程度で、黄色真珠の出現率が高いとする漁場においても黄

色でない真珠が何割かできる。また、黄色物賀には種類がいくつかあると考え

られ、黄色真珠の規定が明瞭でなし、。

ところで、貝殻真珠層には実体色の黄色を呈するものと呈さないものとがあ

る。産地が同じで、その後もi司じ環境で養成されたほ貝の貝殻真珠層でも実体
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色の黄色を呈するものと呈さないものとがある。この事実は黄色物質を代謝す

る個体と代謝しない個体とがある可能性を暗示する。

この代謝についての仮説を証明するために、黄色を呈する真珠層を形成して

いる外套膜からつくったピースと黄色を呈さない莫珠層を形成している外套膜

からつくったピースとを実験計画に従って組合せて移植した結果、黄色冥珠の

出現は第2表のようになった。

すなわち、黄色真珠の

生成はほ貝や挿核位置に

関係なく、ピースをとっ

た貝の外套!撲が黄色物質

を代謝していた{l日体であ

ったかどうかで決定され

る。タト套膜の黄色物質代

謝が遺伝的なものである

かは今後の問題として解

決さわしねばならない。

(3) Ca 代謝におよぼ

す貝の内的変化

英虞湾多徳島水域にお

いて、アコヤガイのCa{-¥;

謝は生息、環境の7kihl¥.の変

動とほぼ一致して変化す

る傾向を示すが、平均水

協は 8月に最高を示すの

にCaC03沈7音量は9月に最高を示し、通常両者は一致しない。 しかも、最高

の CaC03比渚量を示す9月を境にしてCaC03沈清量が増加する 5月から 8月

までと CaC03沈着量が減少する10月から12月までとの時期にわけ、両時期の

CaC03沈着‘量を同一水温で比I絞すると CaC03沈7昔量は 5月から 8月までが10

月から12月までより通常小さく、貝のCa代謝が水温Lによって一方的に決定され

ないことを示す。

次に、両時期における CaC03沈蒼量が同ーの時点で冥珠の光沢量を調べる

と5月から 8月までは10から12月までより非常に悪く、真珠の光沢量はCaC03

沈着ー量の絶対値と相関を示すよりも、真珠表面に成畏している結品の粒度、

形、集合、重畳などとむしろ正の相関を示す。たとえば、結晶のこれらの状態

黄色真珠生成と使用したピ}スとの

関係(英虞湾多徳)

第2表
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は5月から 8月までが腐蝕溶解などもともなって非常に複雑でしかも不規則で

あるのに比べ、 10月から12月までは規則的である。すなわち、結品成長の状態

から考察すると、貝の Ca代謝は 5月から 8月までは非常に変動した状態でお

こなわれし、真珠物質が不均一に供給されるのに対して、 10月から12月までは安

定した状態でおこなわれ、莫珠物質が均一に供給されていると結論できる。

←冬問問問?→ ! ←馴終了カら名目民日まで→ l 

オて安定なCai"'è ~~j

の仮定線

時間-，←時間

第2図貝の!勾的変化にともなう Ca代謝の状態・ CaC03沈着量と光

沢量との関係

これを模式的に示すと第2図のようになり、:真珠や貝殻の結品成長や光沢量

('i CaC03沈澄量の絶対値がまず問題ではあるが、むしろ Ca代謝がどんな状態

でおこなわれていたかによって大きく変化するといえる。また、 2月から 3月

には結晶の溶j鮮が認められ、真珠はかなり減量する。これらの事実は、貝のCa

代謝は冬眠、産卵などの貝の内的変化にともなって変動し、貝の内的変化は本

漁場では主として生息環境の水温にほぼ平行しておこることを意味している。

5 真珠養殖漁場はどのように認識されるべきか

アコヤガイの生態は残念なことに詳細に研究されておらず、アコヤガイをと

りまく外界の構造と機能についての解析はなされていない。ただ推察できるこ

とは、水中生物全体でいえるようにアコヤガイにとって環境は陸上生物の空気

と同じ役割をするほか、餌の培地であり、ミネラノレの供給源としての役割をは

たしているということだけである。アコヤガイはアコヤガイ特有の内的変化を
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もっており、その内的変化は環境に干渉され、一見するとそれに追従した形

でおこる。 したがって、アコヤガイの生理、生態は一方的に涼境によって決

定されているかのようにみえる。たとえば.既に指摘したようにアコヤガイの

CaC03沈若量は水杭という環境要素にたいして追従するから、貝の Ca代初は

見掛けでは環境によって一方的に決定されるかのようにみえる。しかし、 7J<.

j昆に対してアコヤガイの Ca代謝は 5J'jから 8月と10月から12月とで極として

の量的ならびに質的特徴をあらわし、環境ビよって一方的に支配されていな

い。勿論、アコヤガイは環境なしには存在しえないのであって、環境と関係し

交渉していく過程で植としての特徴を保ちながら環境に適応していくであろ

う。

ところで、戦後に急速に拡がった翼珠養硝漁場はアコヤガイの生態系を無視

して間桁されたきらいがある。また、人為的に漁場の生産性を越えて生息密度

を大きくした場合、アコヤガイをとりまく外界の構造!こ変化が当然おこると考

えられる。こうした吻合、アコヤガイにとってこのような漁場は全て異常環境

であり、アコヤガイの生態系における環境と同一レベルで比較して生物と環境

との関係を論ずるこはできない。そのJl1.1討は、前者は異常環境におけるアコヤ

ガイの病態生理生態学であるのに対して、後者はアコヤガイの生態学であるか

らである。真珠養嫡IJ1立場学において環境決定論の立場をとる人はこの点で試行

錯誤におちているのではなかろうか。

もし、 真珠養F殖直漁漁、;場場の認識のf行仕ゴ士:方で

てアゴヤガイの!生セ態系の枠i内有相[に亡ある3残環l'表υ上境克のみが真珠養F矯直断i漁魚)場!場蕩として今後残され
るのではなかろうか。

6 む す ひ府

冥珠養殖技術は高度に分業化された水産養殖業で、あり、また漁場の開拓も進

められてきた。この過程のなかでは戎る養殖作業の効果が必~以上に大きくと

りあげられたきらいがある。水産養71宣学において、漁場の開拓、漁場の密槌と

老化などにともなう漁場環境の構造の解析と認識は当然必要であり、また漁場

と密接な関係でおこる病害虫の防除のようなマイナス因子をとり除くことは先

決問題である。

ところで、真珠養殖の場合は生態系からくる悶難さもあるが、農業や資産業

で重要視されている品種改良の研究は全く着二子されていない。乳牛用には沢山

手しのとれる牛をつくり、養鶏用には沢LlJ卵をうむニワトりをつくる努力がなさ

れているように、真珠養殖では Ca代謝が旺盛な母貝をつくり、黄色物質を代
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謝しないでしかも Ca代謝の旺盛なピース貝なつくる努力がなされるべきでは

なかろうか。そして、アコヤガイにとって無理のない漁場を使い、:li'!!;珠の品質

主ど浜揚げ時期や漁場特性に!卵、し合わせながら充分に考慮した主で適切に養殖作

業をおこなう、すなわち考えながら造る道を歩むべきであろう。そのために

は、瓦珠をつくるほ員、ピースをとる貝、そして漁場をもっと良く眺め、知る

ことが必要である。
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貝立てについて

船 越 :時

(国立真珠研究所大村支所)

まえがき

挿核手術に際し、強い力を加えて無躍に開殻しようとすると、開設筋を切析

したり貝殻を破損することがあり、また足部筋肉、収足筋の収縮などのために

手術に困難をきたすことが多い。そこで、手術直前に開殻しやすい状態にする

ための操作が一般に行なわれている。この準備作業を貝立てと称しているが、

業者のなかには冥珠の品質への影響を考慮して、貝立てを行なわないものも長、

る。

いうまでもなく、真珠養嫡は量より質に重きをおく産業であるので、準備作

業については、挿核を容易にし、能率の増進をはかるよりは、むしろ貝の生理

状態との関連、ひいては真珠品質への影響を重視し検討する必要がある。この

ような意味から、貝立てを行なうか行なわないか、また貝立て時間の畏短が挿

核後の貝の生理状態、実珠袋の形成および巽珠の品質におよぼす影響を追求す

るために試験を実施中であるが、今回は一般に行なわれている貝立ての時間の

範囲内で、行なった試験の結果について述べる。

試験方法

供試母貝は1964'$.採市の大村湾産のものを使用した。試験は1966年8月、 9

月、 1967年5月、 7月の 4回実施した。試験区分ごとに帰紋手術の概要を示す

と第1表のとおりとなる。

手術後約1か月にわたり殻畏、粁品体重量、開設筋乳酸量(区分I、E

Barker-Sammerson法)または血糖値(区分班、 N Hargendorn-Jensen法)

を測定し、また莫珠袋の形態変化について観察した。

脱核主容を調べ、真珠の品質については色、巻きおよびきずだまの出現分布に

ついて比i校検討した。なお、色についてはホワイト系、クリーム系およびその

他の 3系統の珠に分類し、巻きは重量で示し、きずだまはきずおよびしみの程

度により 5種類の珠に分類した。
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第1表掃核手術の概要

区 手術時の7ki昆 1亥のサイズ

。C 。C

29.6 -32.2 
官!m

4. 75土 0，05
I 30，8 -31.8 

30.1 -32，2 2個入れ

30.2 -32.6 

5，65土 0.05

2個入れ

4，65 ::t 0.05 
J[ 

21181入れ 1， 9 

1 23.6 -26.8 4.65 ::t 0.05 
IV 2 23.6 -26，8 
i 4 24.2 -27，8 2個入れ

|無貝立 l 24.2'_ 27.8 

結果および考察

1.粁品体重量 (C)/殻民 (L) XIOOの変化

生狸状態の変化をみるためにC/LXIOOの値を求め指数として比較した。

第1図から、貝立ての時間差と C/Lの数値の変化との間には、とくに顕著

な関連性を認めることはできないようであるが、傾向としてはやや異なる経過

が認められるようである。 しかしながら各区分とも挿核より約1か月後にはそ

れぞれ再び間程度の値を示している。

2.閉殻筋乳酸量および血糖値の変化

正常な状態で養成中の同様のほ貝を対照とし、間殻筋乳酸量および血糖{症は

対照の値に対する比率で示した。

区分IおよびEにおける閉殻筋乳酸量は手術後約2週間('i貝立て時間去によ

る変動が比較的大きいようであるが、その後は各群とも対照とほぼ等しい値を

示している。

i玄分直およびIVにおける血糖値は貝立て時間の最も長い鮮が高い値を示して
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いる。約1か月後には区分直の3時間群を除いて各群とも対照とほぼ等しい値

を示すようになった。

C/L x 100 

90 

80 

70 

60 

宮D

80 

40 

I 

酒

12 18 24 30日

宇一一一-5時間
圃------3 ヨシ

ー----司ー-0 'l 

12 18 24 30日

90 

80 

70 

60 

50 

90 

50 

40 

E 

N 

一一一4時間
・ー・一日開3 'l 
一一一一一-2 'l 
---------0 ク

12 18 24 30日

申ー一一一4時間

--一----2 'l 一一一一一一 1 'l 
一一』ー-0 -/ 

12 18 24 30日

第1図粁晶体重量ー/殻長x100の変化

挿核後しばらくの期聞は、貝立て時間の異なる各群においてCjLXI00、開

設筋乳酸量、血糖値などの変化が異なった推移を示しているので、貝立ては貝
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の生現状態に対して影響をおよぼすものと考えられる。しかしながら、挿核よ

り1か月後にはほとんど差が認められなくなっているところから、影響があら

われるのは比較的規かい期間に過ぎないもののようである。

iJJlιLJ: 
50 

10 15 20 25 30 

経過巴数

E
 

-ー-5時間
・・・M・・-3 ，歩
一一一一一! ク
ーー一一一一0"% 

50 

10 15 20 25 30 

経過日数

i :Jlhd; 
50 

!O 15 20 25 30 

経過日数

N 

ーーーー_4時間
・・胴同事同2 写会

!日 15 20 25 30 

経過日数

第2図 閉殻筋乳酸童をおよび邸機値の変化

3. 真珠珠袋主皮の形態的変化

挿核手術後に核をとりまいて形成された冥珠袋の上皮細胞は、その形成初期

においては、一般的に細胞の形態的変化が認められ円柱上皮、立方上皮、扇平

上皮と変化移行するようであり、これはまた上皮細胞の機能にも関連がある。

哀珠袋が形成されたのち、日時の経過にともなう上皮細胞の形態的な移行変

化を示すと第3図のようになる。

冥珠袋上皮細胞の形態的変化について各試験区分を総合的にみると、冥珠袋

が完成さわした当初、すなわち、挿核後10 臼 ~13日自においては、概して、無貝

立て群では円柱上皮、立方k皮または立方・円柱土皮混在の哀珠袋をもっ{団体

が大部分をしめているが、操作の時聞が長くなるにつれて、扇平上皮または扇

平・立方上皮混在の真珠袋をもっ個体が観察され、とくに各区分とも最長貝立

て時間の鮮ではその出現が多い傾向がみられた。このことは、哀珠袋上皮細胞
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の形態的な変化が挿核後の貝の生班活動と密接な関係があるものと思われるこ

とから、貝立て操作の有無、操作時間の去は挿核初期において、貝に対して生理

的に影響をもたらすものと推察される。しかるに、挿核後15 日 ~20 日目になれば

無貝立て鮮においても、各試験区分とも扇平上皮、または扇半・立方上皮混在の

真珠袋をもっイ同体が観察されるようになり、挿核後初日に至つては、各試験区分

とも群の問では哀珠袋上皮形態、の出現頻度に差異はほとんどみられなくなる。

Ii::[JlJnnn f 円nnJ円H
Ul nn f_n 門 [日円門門 f ~ 

i::inn門(円n fn n円 fnnn n 

ヰ:|門nn f円nn f n円 f~ 
il::! 日 f~n ~ n Inn fnn 

i:l nn f nn ~ f 日円 l 円1
41円円円 f nn f円J 門 fn n 

i:i l- l円円 f nnn f 1 
ハ
Uっ，u



i:1 ~ 1 門肌 I nnn I nr1nn 
4l nn f 円日門 f nn I nn門

i:lnn 1 nn I円n 1m 
第3図真珠袋上皮形態の変化

1 : I'i喜平上皮 2 :馬予・立方と皮混在 3 :立方 b皮

4 : :立方・円柱上皮混在 5 :円柱上皮 6 :扇平・立

方・円柱ーと皮混在

すなわち、真珠袋上皮の形態的変化の推移からみた場合、貝立てが貝の生理

状態に影響をおよほ、すのは、挿核後 10 日 ~15 日間程度のわずかな期間であっ

て、挿核から20日間も経過すれば、その影響はほとんどみられなくなるようで

ある。

4.脱核率

脱核E容については、一部は有

意、の差が認められるものもある

が、大部分においては、時間差

によって脱核率が影響をうける

ような傾向は示していなし、。脱

核は生国状態と関連をもってい

ると考えられるが、今回の実験

における貝立ての時間差によっ

て生ずる生理状態の差異程度で

は脱核率を左右するような要因

とはなり得ないのではなかろう

核

区分[F長!ふくろiうかし
~ ~~. ~~% I ~~. ~~% 
2 15. 62 ! 39. 84 
3 18. 18 44. 63 
無貝立 20.87 1 40. 00 
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率日比

2 
3 
4 
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|無貝立|

:nr 

第2姿

五
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20. 00 
34. 15 
32.95 
24. 73 

LV 
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5. 真珠の色の出現分布

真珠の色の出現分布に有意、の



差は認められなかった。冥珠の色の出現分布に影響をおよiますものの1っとし

て、挿核手術前後の貝の生理状態の差異を為げることができるが、すでに述べ

たごとく、今回の貝立てにより生理状態に影響のあらわれたのは、比較的短か

い期間内にすぎなかったので、色の出現分布に差が生ずるまでに宝らなかった

のではなかろうか。

第3表真珠の色の出現分布
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6.莫珠の巻き

大部分の試験群間においては、貝立てと巻きとの相関をうかがえるような結

果は示していない。すなわち、今回の貝立ての時間走程度では真珠の巻きに影

響をおよぼすまでには至らないものと考えられる。

第4喜美真珠の平均重量
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るとするならば、きずだまの出現分布について一応の可能性が考えられる。試

験の結果はいずれの区分においても、貝'{Lて操作の有無によってきずだまの出

現率に差が生ずるようなことはなく、また貝立ての時間差との関係について

は、すべての区分の「うかしjには有意の去は認められない。 rふくろ」にお
いては、有志の差が認められる場合も区分によってその傾向が異なっている。

すなわち、区分Iでは“大きずの多いたま"と“d、きずの多いたま"との出現

率にそれぞれ有意の差が認められるが、両者:ヱ貝立て時間との関係では相互に

反対の出現傾向を示している。一般に品質への影響について検討する場合l士、

きずの大きさよりも、その数量的な面に重~な意義を含んでいると考えられる

ので、 “きずの多いたま"の出現率に相反する結果を示したことは、時間差と

いう要因の存在を否定しているものと考える。区分Eでは“小きずの多いた

ま"に、区分Nでは“大きずの少ないたま"にそれぞれ有意の差が認められる

が、いずれの均合も貝立て時間の長短とは無関係である。このように、各区分

に共通した現象が認められないのは、区分により貝の生理状態、と員立ての時間

が異なることによっておこり得ることも考えられるが、同一区分内においても

一貫性を示していないのは、今回の実験における時間での貝立てはきずだまの

出現分布を支配するような要因とはならないことを意味するものと考えられ

る。

あとがき

本実験における時間での貝立て操作の有無、時間の長短によって挿核後の貝

に生理的な影響がみられる。しかしながら、その影響は短かい期間内であっ

て、挿核後1か月も経過すれば、それはほとんど認められなくなる。また莫珠の

品質ーには、貝立て操作にj帝京市させ得ると考えられるような差異は認められなか

った。すなわち、生理状態への影響が挿核後の初期においてあらわれるという

点については、重要な意義を含んでいるかもしれないが、一面、影響の期間が

短かいということは、影響の程度が小さいことを意味していることと忠われ、

その結果として、本実験では真珠品質までには影響が残らなかったと考えられ

る。

糟g
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第4回真珠養殖技術研究会議事概要

国立真珠研究所

第4回莫珠養殖技術研究会は昭幸[143年11月6日午後1時から 7El午後までの

1日半にわたり、伊勢市岩淵真珠会館において開催された。本誌主をかりその

概要を記j設にとどめるとともに、関係各位にお伝えし御参考IC供したい。

なお、本技術研究会開催に当たりいろいろ御支援をいただいた三重県当局、

全国翼珠養殖漁業協同組合連合会などの各位、とくに本議事概要の掲載を許さ

れた同連合会に深謝の意を表するとともに、われわれ試験研究機関に対し読者

各位からの御意見などをお願いする次第である。

出 席 者

静岡県水 試松島又十郎 鹿児島県水 試 口 勇

和歌山県増殖水試見奈美料診 熊本県水産課東 義治

徳島県水産課成問 フ主主日芭 // // 松本正治

// 水 試小竹子之助 // 水 試 j兵田盛治

高知県水産課萱野節雄 佐賀県水産課中村股男

愛媛県 /ノ 中谷芳勝 京都府水産課分室古旗寄太夫

ij 4ア 赤崎 正F // 回周二

// 水 試佐野降三 福井県水産課杉野信雄

// // 山本賢治 // 7.K 試石|刀信一

香川県 // 篠岡久夫 石川県水産課藤里子藤栄

兵庫県水 課岡本伊三男 滋賀県水 試小林吉三

岡山県 ノF 駒V~ 実 三重県哀珠課 i笥芝一男

広島県 // 泊三ド 利明 // // 藤間 寛

// よ7 水野嘉治 // 尾鷲7.K試中島次郎

山口県 // 大内幸人 4ケ 浜島水試村主昭也

大分県振興課橋本音策 ij // 関 政夫

万 7.K 試植野剛明 庁 // 福島 満

宮崎県水産課黒木克紀 // // 柴原敬生

鹿児島県漁政課山下一男 真珠研本 所池末 弥
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真珠研コド 所柳川仁三郎 真珠研本 所谷口官三郎

ij 身 桑谷幸正 ij 支 所蓮尾翼澄

// ij 沢E8 f呆犬 グ // 山口一登

// ij 水本三朗 ィク イク jTlu越将二
// // 植本東!多 席

// ィク fflJ井 Dtl 全真連三重支部平賀太寿雄

// // 阪口清治 ~ // t!ILJ 交j男
// // 和!万 !告商奇 三真連 田 jE 

// // 西飯 保

I 開会挨拶要旨(真珠研究所長〉

本研究会は昨年まで1ま水産試験場や京珠研究所の研究者による研究発表とそ

れに対する質疑応答および現地見学などにより会議をすすめてきたが、業界に

おけるきびしい不況の現状を思うと、同一目標の試験研究!こたずさわっている

研究者がお互い、より一原緊密に連絡し、成果の推進をはかるよう具体的な問

題を提案した。したがってこの議題に関連する協議にできるだけ多くの時間を

さくため、今回の研究発表は勝手ながら哀珠研究所だけに制限した。活溌に御

意見を出していただき有意義な研究会になるよう希望する。

E 研究発表

1.哀珠をつくる細胞について(講演内容は本誌に発表)

2.哀珠の品質と石j夫代謝(講演内容は本誌に発表)

3. 元要因とアコヤガィ。酸素~ì'í貸;註について

4.貝立てについて(講内容は本日it、に発表)

fllJ)t: r自
和111 浩爾

組本東彦

船越

E 各試験研究機関における真珠養殖に関する研究組織、問

題点および現在の試験研究課題とその概要(各機関より

説明)

( 1)担当者数 (2)43年度予算(万円) (3)課題

静岡県水試 は) (2) 15 (3) a冥珠養殖とハマチ養拙の共存

について b貝殻資生虫(多毛類)の 1%ホノレマリシ浸漬による駆除方法

三重県浜農水試 (1) 4名 (2) 97 (うち別途34万円) (3) a真

珠潟、場の生産力調査 b真珠貝の標準生理調査 c鳥羽周辺の真珠貝異常
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奨死の原因調査 d異常海況の調査

和歌山県増殖水試 (1) 1名 (2) 24 (3) 真珠貝の病害防除(お

も!こセノレカリアに対する対策)

徳島県水試 (1) 3名 (2) 120 (3) a冥珠ノミトロールを実施し

ている。その内容はつぎのとおりである。 イ)養殖の実態 ロ)付着生物

ハ)施術貝の姥死状況 ニ)脊生虫の'奇生状況調査 b真珠貝の賂死と濁

りの関係に関する研究

愛媛県水試 (1) 1名 (2) 38 (3) a病害(セノレカヲア)に関す

る研究 b漁場環境と翼珠生産との関係 c水中盤光灯照射と哀珠貝の成

長、冥珠の巻きとの関係 dピースの薬品処理と長珠品質との関係 eプ

ロクトセスの寄生状況調査 f 1ft貝採!?古試験

大分県水試 (1) 1名(増殖課6名) (2) 27.8 (3) a真珠漁場

環境の調査(底生動物について)

ター防駆除処理改良試験

bセノレカリア寄生率調査 C ボリキー

鹿兜島県水試 (1) 5名 (2) 105 

対策 b鹿児島湾冥珠漁場の環境特性

熊本県水試 (1) 4名 (2) 50 

等に関する調査 b病害の実態調査

(3) a病害(多毛類)の防除

cマベの室内採出

(3) a漁場l宗l廷と翼珠母貝の成長

福井県水試 (1) 1名 (2) 80 (施設費を含む) (3) 温水プーノレ

利用による越冬試験

石川県水試 (1) 1名 (2) 7 (3) 翼珠貝の越冬試験

滋賀県水試 (1) 5名 (2) 73 (3) aイケチョワガイの人工間管

(商の湖) b有核冥珠における挿核技術の研究 c漁場環境の調査

真珠研究所 (1) 16名 (2) 822 (3) a穂市生産に関する研究

(品種改良を目的とする) b養殖管理(栓悲し、仕立)に関する研究

c翼珠形成に関する研究 d病害防除!と関する研究 e養殖漁場の老化と

改善に関する研究 f真珠生産と環境諸要因に関する研究 g受託研究

(産業高祖廃水の影響、哀珠のもノミ抜き漂白)

IV 試験研究の協同推進について

この議題{'i.真珠養殖において緊急問題とされている寄生虫害および各漁場の

環境条件に対応する養殖密震の科学的設定をすみやかに解決するために、莫珠

研究所ならびに問題をかかえている各県の研究機関が協力して調査研究に当た

ることが提案されたものである。議題を提出した真珠研究所担当官よりつぎの
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ような主旨の説明があり、調査項目、研究方法等について具体的に検討が行な

われた。その概要を示すとつぎのとおりである。

1.病害防除の研究について

主旨 アコヤガイ病警の主要な疾病としては、現在のところ貝殻を穿孔する多

毛類と軟体部に寄生する吸虫類があげられるが、これらの病害は年をおうご

とに蔓延する傾向を示しているので、その被害防止策を早急に確立すること

が必要である。

調査の概要

1) 貝殻病害の防除に関する研究

アコヤガイ貝殻病警の防除対策としては、一応j農食塩水浸漬処理法が各地

で実施されているが、この効果についてはまちまちであるため、まず地域環

境に応じた擢虫発病経過を把握し、さらにこれにx，tt6した防除作業適期につ
いて検討を行ない、有効な防除方法を椛立する。

2) 吸虫類病害防除に関する研究

初期感染期における感染回避法にもとづく防除法を椛立するため、まず海

域別各地阪湾内の病害発生の分布状態について早急に調査し、できうれば各

海域における感染期をも併行して調査する。

調査方法

A.貝殻病害防除研究

漁場 現在真珠または母民養殖が行なわれている病害発生の多い漁場、発

病環境を考慮した湾口、中央部、湾奥などの区分による 3地点を選定する。

試験貝養殖 上記3地点に2年貝を養殖、経月的に試料を採取する。

発病期調査 貝殻外面浸蝕ìf~調査(出現消長)、 内田発症経過とくに初期

病微の発症経過を計測調査する。

処理時期による駆除動果論査 発病経過と対応した処理時期による効果調

査、処理時期別駆除効果ならびに成長などの阻害の状況。

B.吸虫類病害防除研究

漁場 真珠、ほ貝養殖漁場において、湾口、中央部、湾奥などの区分にも

とづいた(発生環境を考慮)できるだけ多くの地点を選定する。

試験貝養殖 上記選定調査地点に2年貝を養殖し、病虫の感染期 (8月上

句~10月と句)に外見上の識別によって催病貝を選別徐去し、この時点にお

いて非雁病貝とされたもののみについて養殖する。

病害発生の分布状態の調査 翌年6月以降において、と記試験貝について
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外見上の識別によって限病貝を検出し、各地点の隈病率を算出する。

感染期ならびに移動による効果調査 病害発生が多く見らわした地点を選定

して試験員を養殖し、これらの貝について 8 上月匂~10月上旬の問、一定期

間の間隔で非発生地区への移動を継続して行なう。これによって病虫による

感染期と移動による感染防止効果を検討する。

討議の結果、つぎの各県水試より病害防除の共同研究について賛意が得られ

たが、その対象寄生虫と研究項目は以下のとおりとなる。なお、正式には各県

研究機関において後日協議して決定されることになる。

静岡県水試 貝殻寄生虫(多毛類)の発生時期の調査と防除対策

三重県浜島水試 病害の実態調査(主として水産業改良普及員による)

和歌山県増殖水試 多毛類、吸虫について上記の調査方法に準じて研究を実

徳島県水試同上

愛媛県水試向上

大分県水試同上

施

鹿児島県水試 多毛類による病害について上記の調査方法に準じて研究を実

施

熊本県~7K試 多毛類、吸虫催病貝の分布調査

香川県水試 吸虫干草病貝の分布調査

2.真珠養殖漁場の適正利用に関する研究

主旨 漁場における養殖密度の増大はしばしばt手貝の成畏、真珠の生産性など

の低下をもたらす原因になると考えられ、各漁場条件に対応するところの義

殖密度の科学的基準の設定が必要である。

調査の概要

各府県において員の成長、;員珠の生産が最も良好と忠われる漁場、養猫密度

が高く、員の成長などが不良となったと忠われる漁場をそれぞれ選定し、貝

の成長調査を主体とし、さらに漁場収容密度の指標調査、および成長阻害水

質要因の分析を併行実施し、全国的視野の下に漁場相互の比較検討を行な

う。

調査方法

1) 漁場

現在真珠あるいは母貝の養婚が行なわれている比較的単純(地形的、水質的〉
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な湾を選定するつできれば良否2i魚、坊が盟ましい。

なお E場都市廃水などの汚濁また:ま河川水などの影響!こよりしばしば奨死貝

を生ずるような場所 J土原則として除外する。

2) 実態調査

開漁場の水深・面積(水深分布関、計算総水量)、干満潮イ女差(基礎交換率)、

筏台数および分布、月別垂下貝数(貝年令および{I):貝・挿核貝別)、集水面積・

匂別雨量(計算流入水量)、 なおこれまで〔調交事例があれば潮流の流向・流

速分布など。

3)定点

1漁場、てこっきそれを代表するよう 3(-5)点を設ける。漁場相互の比較を容

易にするため湾筋に設定する。

4) 調査期間

5月-12月

5) 成長調

供試貝: 満2年生(通称3年貝)アコヤガイ。 各月 1回。 水中全重量測

定。定点に50個 (5個X10;H手)とする。同時に付清物の採集(代表稀および乾

燥重量)を行なう。

6) 海況調査

各月 2回。水温、指素量、 j容存酸素量、 pH値、 COD (これについては測

定方法を統一すること)、 以 1::， om、貝垂ド層、 B-2、B-l、Bottomに
ついて測定、および鉄板減量 (24hrs)、f、y斎陸深量 (7days)、懸濁質乾燥重量

およびクロロプィノレ-a量

7) 底賀調査

各月 l回。採泥(乾燥してi点研に送付、分析項目は有機物量およびブェオフ

ィチン量を主体に行なう)。

討議の結果、上記の方法、こ沿って調査を実施することとなったが、実施項目

と調査回数について各水試が労力などの関係で可能な範囲の調査を実施する。

また、要望の多かった本調査方法などのさらに具体的かつ詳細な説明は後日真

研から連絡することになる。

なお各水試より出された要望事項等は概略つぎのとおりであっ7三。

三重県浜島水試 調査項目について選定する必要があると思う。

和歌山県増殖水試 上記案の一部(有地漁場)について実施できる。

徳烏県水試 上記案に沿って実施できる。
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愛媛県水試 月 2 固定期的に観測を実施することはl村，ï!f~。測定点 、 調査項目

等について検討したい。

大分県水試 月1因。調査ならば案に沿って実施できる。

鹿児山県水試 月 2 回心部iを笑施は附~{f.。密姐カÍií.j;誌がなく ‘ 調査地点の設定

に考1&を要する。

熊本県水試 調査を実施するか否か後円決定する。

佐賀県水試問上

i'iJ'岡県*試 主旨に!な民間するが44:4三度(ま参加できない。

V.各府県水試からの提出議題

な し

VI. そ の 他

次回のIm1lUJ;~~所、 時期、 会議￠巡宮などについては 、 行政関係。会議に引続

いて開11Hされる関係上、水産庁振興法から候制府県に接種lしてもらうことにな

る。 試験研究線開側としては、開1JUII~: WJ ('1 10月を希tp.する意見]'"強かった。

技術研究会L~Jill営について亡 、 今回決定した共同研究 ') 2課題について、詳

細な中間報告とそ ー討議および次年度.:_:'剖'@，について協議する方針である。

閉会 7r午後3時30分

官
リ



編集後記

C皆様のお手元に第7巻、第2号をお送りいたし

ます。

C今回は国間のi町井、和田、船越技官の三氏に御投稿いただきまし

Tこ。有意義な論文ですからぜひ参考にして下さい。

。今年は翼珠業界始まって以来の苦しい年になりそうです。こうい

う時にこそ技術改革にカを入れ、品質向とに努力して、安定向i二

の[1を1日も早く迎えるよう心がけたいものです。

。毎度のことながら会報編集部、原稿不足になやまされています。

皆さんの合[J投稿をお願いいたします。

昭和44年l月10日発行

第7巻第2号会報
(通巻63号)
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